
平成™š年�月Ÿ日 金曜日 (第œœ š号付録) �月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

一
二
〇
一

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
海

区
漁
業
調
整
委
員
会
及
び

農
業
委
員
会
の
委
員
の
選

挙
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

法
律
第
一
条
第
一
項
の
農

林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る

県
を
指
定
す
る
件

二
七

四

一
二
〇
二

激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た

め
の
特
別
の
財
政
援
助
等

に
関
す
る
法
律
施
行
令
第

二
十
三
条
第
一
項
の
都
道

府
県
を
指
定
す
る
件

二
七

四

一
二
〇
三

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日

か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
の
み

な
み
ま
ぐ
ろ
の
漁
獲
量
の

限
度
の
合
計
の
上
限
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
七

四

一
二
〇
四

指
定
漁
業
の
認
可
及
び
取

締
り
等
に
関
す
る
省
令
第

五
十
七
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
み
な
み
ま
ぐ

ろ
の
年
間
の
漁
獲
量
の
限

度
の
割
当
て
の
基
準
を
定

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
七

四

一
二
〇
五
e

一
二
一
二

保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

二
七

四

一
二
一
三

粗
糖
の
平
均
輸
入
価
格
を

定
め
た
件

二
八

五

一
二
一
四

砂
糖
及
び
で
ん
粉
の
価
格

調
整
に
関
す
る
法
律
第
九

条
第
一
項
第
一
号
ハ
の
規

定
に
基
づ
き
当
該
農
林
水

産
大
臣
の
定
め
る
額
を
定

め
た
件

二
八

六

一
二
一
五

異
性
化
糖
標
準
価
格
を
定

め
た
件

二
八

六

一
二
一
六

異
性
化
糖
平
均
供
給
価
格

を
定
め
た
件

二
八

六

一
二
一
七

で
ん
粉
及
び
で
ん
粉
原
料

用
輸
入
農
産
物
の
平
均
輸

入
価
格
を
定
め
た
件

二
八

六

一
二
一
八

平
成
二
十
三
年
の
大
西
洋

く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
年
間
の
漁

獲
量
の
限
度
の
合
計
の
上

限
を
定
め
る
件

二
八

六

一
二
一
九
e

一
二
二
四

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件

を
変
更
す
る
件

二
八

六

一
二
二
五

種
苗
法
第
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
品
種
登

録
出
願
を
公
表
す
る
件

二
八
138

六

一
二
二
六

出
願
公
表
後
に
名
称
変
更

が
な
さ
れ
た
件

二
八
138

一
〇

一
二
二
七

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件

を
変
更
す
る
件

二
九

六

一
二
二
八
e

一
二
三
五

〃

三
〇

六

一
二
三
六

地
方
税
法
施
行
規
則
附
則

第
六
条
第
五
十
一
項
に
規

定
す
る
農
林
水
産
大
臣
の

行
う
証
明
に
関
す
る
手
続

を
定
め
た
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

三
〇
142

L
I
P

一
二
三
七

租
税
特
別
措
置
法
第
十
一

条
の
七
第
一
項
及
び
第
四

十
四
条
の
七
第
一
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
機
械

及
び
装
置
を
指
定
す
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
〇
142

L
I
P

〇
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省

三

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第

二
十
五
条
第
十
四
項
各
号
及

び
第
三
十
九
条
の
七
第
九
項

各
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
租

税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条

第
一
項
の
表
第
十
号
及
び
第

六
十
五
条
の
七
第
一
項
の
表

第
十
号
の
規
定
の
適
用
を
受

け
る
船
舶
を
指
定
す
る
件

三
〇
142

L
I
P

〇
経
済
産
業
省

一
二
六

使
用
最
大
電
力
の
制
限
に
係

る
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す

る
地
域
、
期
間
等
を
指
定
す

る
件

一
115

二
七

一
二
七

電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ

く
主
任
技
術
者
の
資
格
等
に

関
す
る
省
令
第
一
条
の
三
の

規
定
に
基
づ
き
、
学
校
の
認

定
を
取
り
消
し
た
件

二

五

一
二
八

電
気
事
業
法
第
七
十
二
条
の

規
定
に
基
づ
く
登
録
安
全
管

理
審
査
機
関
の
事
業
所
の
所

在
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ

た
件

六

六

一
二
九

電
気
工
事
士
法
第
四
条
第
四

項
第
二
号
の
指
定
を
受
け
た

養
成
施
設
の
廃
止
の
届
出
が

あ
っ
た
件

七

六

一
三
〇

電
気
工
事
士
法
第
四
条
第
四

項
第
二
号
の
指
定
を
受
け
た

養
成
施
設
の
名
称
の
変
更
届

出
が
あ
っ
た
件

七

六

一
三
一

工
業
標
準
化
法
第
三
十
二
条

の
規
定
に
基
づ
き
認
証
の
業

務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

九

五

一
三
二

高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
五
十
八

条
の
三
十
の
三
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十

八
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基

づ
く
指
定
保
安
検
査
機
関
の

業
務
の
全
部
を
廃
止
す
る
旨

の
届
出
が
あ
っ
た
件

一
四
125

三

一
三
三

高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
三
十
五

条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
指
定
保
安
検
査
機

関
を
指
定
し
た
件

一
四
125

四

一
三
四

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二

条
第
四
項
第
一
号
の
事
業
者

を
指
定
す
る
件

一
五

六

一
三
五

中
小
企
業
支
援
法
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
中

小
企
業
診
断
士
を
登
録
し
た

件

一
六

五

一
三
六

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等

及
び
試
験
に
関
す
る
規
則
第

十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
氏
名
に
係
る
登
録
簿
の

変
更
を
し
た
件

一
六

五

一
三
七

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等

及
び
試
験
に
関
す
る
規
則
第

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
登
録
の
消
除
を
し
た
件

一
六

五

一
三
八

需
要
開
拓
支
援
法
人
が
積
極

的
に
情
報
の
提
供
を
行
う
べ

き
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製

品

一
七

七

一
三
九

電
気
工
事
士
法
施
行
規
則
第

三
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
電
気
工
事
士
法
第

四
条
第
四
項
第
二
号
の
指
定

を
受
け
た
養
成
施
設
の
廃
止

の
届
出
が
あ
っ
た
件

二
〇

七

˜Ÿ
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